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･工学部-工学部は非常に多くのコース (学科 ･教室等)から成り立っている. その中から "工業化学系" "機
械工学系" "土木 ･建築系' "電気 ･電子系" "衛生工学" "物理工学"の6つのコースを対象とした｡
対象年度 旧制から新制の移行期である1953年度 (1954年 3月卒業､以 F同様)から10年おきに､1963年度､1973
年度､1983年度､1993年度の上記学部 ･学科卒業者を対象とした'll｡
『 発送および回収について
発送時期 1996(平成8)年 5月中頃に調査用紙を発送 し､ 3週間後に御礼をかねた催促葉書を全対象者に送付し
た｡回収期日は特に記載せず､8月31日をもって分析の対象となる回収を打ち切った｡
回 収 率 Tablelは､ 8月31目付で回収された調査用紙の回収率を示している｡ 有効回答数は､文学部37.9%､法
学部35.7%､医学部34.5%､工学部45.7%であった.全体では39.9%の回収率であった｡
Tablel 回収状況 (人)
対象学部 発 送 数 転居先不明 有効回答数
回 収 率文学部 735 18 27
2 37.9%法学部 1,448 15
7 462 35.7%医学部 521
18l 174 34.5%工学部 1,510 191
603 45.7%学部不明






























今の身分は 社会人 ･学生 ･専業主婦 ･その他 ( )
全体的に53年度卒業者では そ`の他"が目立っている｡文学部で15･0%､法学部で26･6%､工学部で15･8%の者が
･その他"に該当する｡ これは､主に定年退職後の年金生活者である｡ 医学部に ･`その他"の該当者はみられず､専
門職である学部の特徴が反映されているようである0
63年度から83年度にかけては､文学部を除く法学部､医学部､工学部のほとんど全員が 社`会人"である｡文学部
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0% 40% 60% 80%工学部Figure2 各学部の
回答者における社会的身分 (続き)■ 社会人業種 (Figure3参照)社会人の人にお尋ねします｡その業種は次
のどれですか?あてはまるもの全てに○をして下さい｡( )農 ･林 ･水産業個人経営 ･自営業 (商店主 ･工場経営など)
( )管理職の会社員 ･団体職員 (課長以上)会社員 ･団体職員 (研究開発等の研究職)営業等の職)
( )会社員 ･団体職員 (事務職)上記以外の会社 ･団体 員 (販売員 ･運転手
務職27･3%/営業等18･2%､計45･5%)｡但し､93年度の回答者の61･9%が大学院進学者であることを考えるならば､
この傾向は一概には言えない｡
法学部では､53年度から73年度まで "会社員 (管理職)"が最も多くみられる (53年度55.8%/63年度64.3%/73年








工学部では､53年度から73年度まで 会`社員 (管理職)･'が最も多くみられる (53年度64.6%/63年度82.2%/
73年度63･1%)｡年齢的にもまだ若い83年度では "会社員 (管理職)"はやや少なく(8.5%)､93年度では全くみら
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■ 現在の業種 ･身分と卒業学部 ･学科等との関連 (Figure4参照)
社会人 ･学生の人にお尋ねします｡あなたの今の業種 ･身分は､卒業学部 ･学科等とどのくらい関連のあるも
のですか?
( )非常に関連が深い ( )まあまあ関連がある ( )何ともいえない
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■ 学部 ･学科への満足度 (Figure5参照)
あなたは､卒業した学部 ･学科にどのくらい満足していますか
( )非常に満足 ( )まあまあ満足 ( )何ともいえない
( )あまり満足していない ( )全く満足していない
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文学部では､｢優秀な教授陣 ･授業の質の高さ (21.2%)｣｢自由な学風 (20.5%)｣が多かった｡
法学部では､｢優秀な教授陣 ･授業の質の高さ (26.3%) ｢将来の職業や生活に役立っ (24.4%) ｢学ぶものが





























充実 17.3 7.3好きな学部 .学科で学べた 60 50
自由な学風 20.5 21.8･カリキュラムの選択
.試験制 .出席をとらない･勉強をする者には十分なものを与
え,しない者には強要しない京大の社会的立場 (指導的立場 .世間の評価) 1.3
3.4卒業後の交流 (同窓会など) 1.9





法学部では､｢授業編成 ･カリキュラム等制度に問題がある (39.0%)｣｢教育者として授業に工夫がない (32.2%)｣
が多かった｡
医学部では､｢教育者として授業に工夫がない (53.6%)｣｢授業内容に問題がある (42.9%)｣｢授業編成 ･カリ
キュラム等制度に問題がある (21.4%)｣が多かった｡










工学部1 教育者として授業に工夫がない 26.9 32.2I
53.6 18.32 授業内容に問題がある 9.6 16.9 429 296･
魅力がない .高度すぎて理解できない･最新の動向を伝えていない .実務的な内容が含まれていない
･臨床関係が充実していない (医学部)3 指導に問
題がある 15.4 5.1 3.6 7.0･専門等の指導 .将来の職業に関するもの .勉強の仕方
など4 休講が多い 9.6 0.0 0.0
1.45 研究室の雰囲気が悪い
7.7 0,0 7.1 7.0･封建的 .学生が研究の
ための兵隊6 教官とふれあう機会がなかった 15.4 5.1 3.6 0
.07 授業編成 .カリキュラム等制度に問題がある
13.5 39.0 21.4 21.18 設備
.図書が不十分 ll.5 5.1 0.0 5.69 他学部との交流がない 00 00 36
0.010
授 業 満 足 度
《大学4年間 (6年間)の授業満足度》
大学4年間を振り返って､全体的に授業 (講義 ･演習など)はどのくらい満足できるものでし
( )非常に満足 ( )まあまあ満足 ( )何ともいえない
( )あまり満足していない ( )全く満足していない
《一般教養課程の授業満足度》
一般教養課程を振り返って､全体的に授業 (講義 ･演習など)はどのくらい満足できるものでしたか｡
( )非常に満足 ( )まあまあ満足 ( )何ともいえない
( )あまり満足していない ( )全く満足していない
《専門課程の授業満足度》
専門課程を振り返って､全体的に授業 (講義 ･演習など)はどのくらい満足できるものでしたか｡
( )非常に満足 ( )まあまあ満足 ( )何ともいえない
( )あまり満足していない ( )全く満足していない
以下では､ "非常に満足" "まあまあ満足"の該当率を統合して満足度の指標とし､検討をおこなった｡
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( )非常に満足 ( )まあまあ満足 ( )何ともいえない
( )あまり満足していない ( )全く満足していない
■ 英語 ･英語以外 ･人文社会 ･自然 (Figure9-12参照)
文学部では､73年度で落ち込みがみられるものの､全体的に "英語以外"と "人文社会"で満足度が高く､ "莱
語"と 自`然"は満足度が低い｡93年度の "英語以外"と "人文社会"は50%前後の満足度であり ( 英`語以外"
53.3%/ "人文社会"46.7%)､93年度の一般教養課程の満足度が29.0%であることを考えるならば､一般教養課程
の満足度の低さは 英`語'と 自`然"に求められるようである｡
法学部もほぼ同様の傾向にあり､全体的に "英語以外'と "人文社会"で満足度が高く､ "英語'と "自然"は




29.4%/ 英`語以外"35.3%/ "人文社会"23.5%/ "自然"23.5%)｡一般教養課程全体の満足度は年々下降して
いるが､コース別ではそれほど目立った上昇も下降もみられない｡
工学部では､ "英語" "英語以外" "人文社会"と時代の推移とともに大きな変化はみられないが､ "自然"の
満足度は減少傾向にある｡93年度の "自然"の満足度は16.7%と､全学部､全コースの中で最も低い｡
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■ 専門講義 ･専門演習 ･専門実験 (Figure13-15参照)
文学部では､ 専`門講義" "専門演習'ともに満足度はやや減少傾向にあるが､特に大きな変化はみられない｡








程度の満足度まで大きく減少しているが､93年度では83年度に比べて 専`門講義" "専門演習" 専`門実験"いず
れにおいても満足度はやや上昇している (専門講義41.2%/専門演習56.3%/専門実験64.3%)｡
工学部では､53年度で 専`門講義" "専門演習" 専`門実験"のいずれにおいても高い満足度を示している (専
門講義87.7%/専門演習80.5%/専門実験73.6%)が､63年度以降は満足度が減少している｡ それでも､ "専門講
義' "専門演習" "専門実験'のいずれにおいても50-60%程度の満足度である｡
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=SSFigure15 専門実験の授業満足度
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大きく4つのコース (英語 ･英語以外の外国語､人文社会系 ･自然系)があり､専門課程にもその授業形態から
3つの形態 (講義 ･演習 ･実験)があげられる｡ ここでは､これら4つのコース (英語 ･英語以外の外国語､人文
社会系 ･自然系)と3つの形態 (講義 ･演習 ･実験)を用いて､一般教養課程 ･専門課程のうち何が大学4年間
(6年間)の授業満足度を規定しているのかを調べる｡
■ 方 法
一般教養課程では大きく4つのコース (英語 ･英語以外の外国語 ･人文社会系 ･自然系)について満足度を求め､
専門課程では､授業の形態の違いから3つの形態 (講義 ･演習 ･実験)について満足度を求めた｡評定は "非常に




ていたかを調べる｡ 戦後 (53年度 ･63年度)と現代 (83年度 ･93年度)それぞれについて検討をおこなう注2｡
■ 結果と考察 (Figure16参照)
文学部 戦後で大学4年間の満足度を最も規定していたのは､ "専門講義"であった (89.4%)｡ 専`門演習"が
これに次ぐ (84.6%)｡現代でも大学4年間の満足度を最も規定していたのは､ 専`門講義" (76.9%)､ "専門演
習" (76.9%)であった｡これより戦後 ･現代ともに､大学4年間の授業満足度を規定していたのは専門課程の講
義 ･演習といえる｡
法学部 戦後で大学4年間の満足度を最も規定していたのは､ 専`門講義" (89.4%)であった｡ "専門演習'が
これに次いだ (68.6%)｡現代でも大学4年間の満足度を最も規定していたのは､ 専`門講義' (87.1%)､ 専`門
演習" (78.5%)であった｡これより戦後 ･現代ともに､大学4年間の授業満足度を規定していたのは専門課程の
講義 ･演習といえる｡
医学部 戦後で大学6年間の満足度を最も規定していたのは､ "専門講義" (89.7%)であり､ "専門実験"
(85.7%)がこれに次いだ｡ "専門演習'もこれにほぼ同様の比率であった (81.6%)｡現代でも大学 6年間の満足
度を最も規定していたのは､戦後に比べて比率は下がるが､ 専`門講義" (75.0%)､ 専`門実験" (75.0%)と
戦後と同じ傾向であった｡ "専門演習"は "専門講義'や "専門実験"に比べてやや低い比率であった (62.5%)｡
いずれにしても戦後 ･現代ともに､大学6年間の授業満足度を規定していたのは専門課程の講義や実験､演習とい
える｡
工学部 戟後で大学4年間の満足度を最も規定していたのは､ "専門講義" (91.0%)であり､ "専門演習'
(78.4%)がこれに次いだ｡ "専門実験"もこれにほぼ同様の比率であった (76.3%)｡現代で大学4年間の満足度
を最も規定していたのは､ 専`門講義" (85.4%)であり､ "専門実験" (82.5%)がこれに次いだ｡ 専`門演習"

































英語 英韓以外 人文社会 自然 専門講義 専門演習
文学部戦後
英拝 英拝以外 人文社会 自然 専門講義 専門演習文学部現代英精 美括以外 人文





































































英語 英語以外 人文社会 自然 専門講義 専門演習 専門実額
工学部戦後
英語 英語以外 人文社会 自然 専門講義 専門演習 専門実験
工学部現代






















































文学部 戦後と現代で差がみられたのは､不満群の ｢遊んでばかりだった (戟後0.0%-現代33.3%)｣のみで､
現代で該当率が高かった｡
法学部 戦後と現代で差がみられたのは､不満群の ｢趣味の活動にうちこんだ (戦後16.7%一現代51.6%)｣のみ
で､現代で該当率が高かった｡
医学部 戦後と現代で差がみられたのは､満足群の ｢趣味の活動にうちこんだ (戦後38.9%-現代75.0%)｣｢遊ん
でばかりだった (戟後3.8%-現代43.8%)｣の2項目で､いずれも現代で該当率が高かった｡
工学部 戦後と現代で差がみられたのは､不満群の ｢遊んでばかりだった (戦後13.8%一現代47.5%)｣のみで､
現代で該当率が高かった｡
2.満足群と不満群の差異





工学部 満足群と不満群で差がみられたのは､戦後の ｢先生と親しくつきあった (満足群45.7%一不満群13.8%)｣
のみで､満足群の方が不満群に比べて該当率が高い｡
TabJe4 大学4年間の操業満足度と大学生活との関連
戦 後 n 現 代
















柚.● 鯛 .◎ !l 41乳毎アルバイトばかりだった
ぎI濃足輝 く
戦後から現代にかけて若干の変化はみられるが､それでも全体的には､大学4年間 (6年間)の授業満足度は､
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<戦後>法学部 (満足群93.8%-不満群73.8%)､<戦後>医学部 (満足群100.0%-不満群100.0%)､<戦後> Ⅰ二学





































i9ure30 授業へよく出席した (英語以外)(続き) ■ 満足群□ 不満足[コ 不満群人文社会では､戦後の<戦後>文学部 (満足群96.1%一不満群31.3% ､<戦後>医学部 (満足群72,7%-不満群
33.3%)で差がみられた｡現代では､すべての学部において差がみられた(<現代>文学部 (満足群87.0%一不満群42.9%)､
<現代>法学部 (満足群79.7%一不満群17.9%)､<現代>医学部 (満足群53.3%-不満群17.6%)､<













































































































































































































専門講義では､戦後のく戦後>文学部 (満足群100.0%一不満群69.2%)､<戦後>法学部 (満足群93.9 不満群
62.5%)､<戦後>医学部 (満足群90.9%-不満群60.0%)で差がみられた｡現代では､すべての学部において差がみ
























































た (専門演習)(続き)専門実験では､<現代>医学部 (満足群91.3%一不満群50.0%)､<現代>工学部 (満足群91
.3%-不満群41.7%)において差がみられた｡戦後で差がみられなかった原因は､ともに不満群も授業によく
出席していたからであるが､現代にかけて不満群の出席率が大幅に減少し (医学部100.0-50.0% ;工学部78.9-41.

















































































































































戦後 医学部 『 満
足
群□ 不満
現代 『 満足群□ 不満
工学部Figure48 少人数でのきめ細かな指導

















































































































































































( )一般教養課程での英語の授業 ( )一般教養課程での英語以外の外国語の授業














































































































































































































□ 不満群} 満足群⊂] 不満
群医学部Figure65 資料などの補助的手段が充実していた (英語以外)














































































[コ 不満群医学部Flgure68 資料などの補助的手段が充実していた (専門講



























































































































































































































程》( )一般教養課程での英語の授業 ( )一般教養課程での英語以外の外国語の





































∫ 満 足 群






































































































































































































































































































































































戦後 現代 ■ 満足群□ 不
満
群医学部Figure91 教育者として自覚をも





























































して欲しい (英語以外)(続き)人文社会では､差が全くみられなかった｡ 重要項目は､戦後の<戦後>医学部 (満足群8
1.8%一不満群100.0%)､<戦後>工学部 (満足群78.7%一不満群93.2%)でみられた｡現代では､すべて















































































































































学部FigurelOO 興味や関心にあう (英語以外)(続き)■ 満
足
群[コ 不




















現代 』 満足群[コ 不
満群工学部FigurelOl 興味や







































































































































































































100.0%一不満群100.0%)､<戦後>工学部 (満足群99.4%一不満群81.3%)､<現代>工学部 (満足群96.6%一不満群75 )でみられた｡
戦

































































































































































戦後 現代 ■ 満足群[コ 不満
文学部Figure116 自分のあり方を振り返るきっかけになった (自然)
(%)100 ｢日 ‥ = ~= -~- = ~



















































櫛刑場帖 戦後 現代 ■ 満足
群


































程》( )一般教養課程での英語の授業 ( )一般教養課程での英語以外の外国語の














































































































学部 (満足群100.0%一不満群46.2%)､<戦後>医学部 (満足群100.0%一不満群60.0%)､<戦後>工学部 (満足群
96.4%-不満群63.2%)､<現代>法学部 (満足群98.9%-不満群66.7%)､<現代>医学部(満足群
86.7%一不満群53.3%)で差がみられた｡ 現代の文学部で差がみられない原因は､現代にかけて不満群の該当率が増加

















































代文学部 丁頂 学部 医学部 工学部 文学部 法学部 医学部 工学部
【授業行動】授業によく出席
した 97.45 1 Ⅶ嘩臥㊨ j臥主真剣に授業を受け 2
.1 92.3 彊臥㊨ 86.4 84.0 87.8 85.
7 74.3
407 492 39




J 毎払盈13.0資料などの補助的手段が充実していた 臥q 可.萄 臥㊨ 弧
⑥ M.毒 辱臥㊨9.1【学生からみ
た教官の個人要因】教官の熱意が伝わった 86.5 95.2 92.9
87.7 95.8 90.2 100.0 83.3ll.1
38.3 20.0 40.6 毒臥 l 40.3 21.7 ･16.2教官の学問に対
する姿勢や人柄にひか 81.1 90.2 執 心 77.6 84.0
854 8
4.6 83.3れた ll
32.8 32.7 年臥㊨ 25.6 可乳㊨ 34.0教育者として自覚をもってほし
い 30.6644 20.0618 28.663
講義を工夫して欲しい 64.31000 62.1933
【学生への伝達的影響】
興味や関心にあう 94.7 93.7 92.9 100.0 96.0 92.7 92.9 97.137.0 34.4 60
.0 40.8l 51.0 32.9 34.8 42.1将来に役立つ 86.1
90.3 100.0 96.6 91.3 82,9 85.7 85.7
46.2 36.1 乱 心 44.7 38.3 23
.1 到.ツ 45.8自分のあり方を振り返るきっかけになつ 72.2 野q41 % @ 61.0 66.7 乳 可 徽 ㊨




代文学部 法学部 医学部 工学部 文学部 法学部 医学部 工学部
【授業行動】
授業によく出席した真剣 授業を受け 94
.3 90.5 電臥⑳ 92.3 90.9 84.7 85.
7 70.7
615 5 0 432
47.1 26.4 年配 ⑳ 30.9【授業の活動形態】







94.7 89.1 91.5 100.0 85.746.2 4
1.5 60.0 48.1 51.9 40.0 49.0教官の学問に対する姿勢や人柄にひか 96.2 931 10 859 85.2 831 786 81
.0れた 53.8 47.2 項臥⑥ 42.9
44.1 32.7 遷臥⑳ 34.4教育者として自覚をもってほしい
句臥⑳ 42.67 7 19.7588 14.3冴臥⑳
35.7701講義を工夫して欲しい 60.810 0 64.3981
【学生への伝達的影響】興味や関心にあう 98.6 100.0 98.5
94.4 87.5 78.6 78.038.9 60.0 53.8
58.8 26.4 42.9 28.9将来に役立つ
91.7 94.7 93.8 73.2 85.7 70.7
29.6 &@ 53.8 26.4 乳 ⑥ 24.
7自分のあり方を振り返るきっかけになつ 罪.㊨ 苛乳㊨ 6
1.5 4R㊨ 年配㊨た 17.3 40.0 3 3 15
Table7 人文社会における授業要因のまとめ
戦 後 現
代文学部 法学部 医学部 工学部 文学部 法学部 医学部 工学部
【授業行動】授業によく出席した 96.1 毒臥 l 72.7 辱臥冴 87.0 79.7 53.3 6
1.331.3 33.3 42.9 q孔9 17.6 Ⅶ駄句真剣に授業を受けた 882 83.9 545 66.7 88 63.5
66.7 5
6.525.0 卓臥 奄 0.0 21.7 14.3 Ⅶ臥亀 ll.8 82
【授業の活動形態】
少数でのきめ細かな指導だった 40.86 7 36.400
40.0話合いを大事にしたレポートにまとめることを重視した 54.020 45.5臥㊨ 73.6393 主臥ン
資料などの補助的手段が充実していた q孔㊨臥ヲ 臥冴 Ⅶ臥⑳ Ⅶ乳㊨ 項臥 旬等 亀 辱臥 Ⅶ15.4 臥亀6.3 奄臥金26.2
【学生からみた教官の個人要因】教官の熱意が伝わった 97.7 81.8 93.3 98
.1 94.7 93.3 96.856.3 33.3 51.7 519 57
9 53.3 55.7教官の学問に対する姿勢や人柄にひか 93.0 90.9





93.356 98.4639将来に役立つ 98.8 72.7 96.7 92.5 60.0 90.353.2 33.3 500
59.3 25.0 45.9自分のあり方を振り返るきっかけになつ 92.0 89.2 81.8 82.6




代文学部 法学部 医学部 工学部 文学部 法学部 医学部 工学部
【授業行動】授業によく出席 した 95.8 87.2
90.9 橿臥 亀 78.8 76.6 69.2 70.
033.3 臥 ㊨ 50.0 28.9 q臥登 35.0 遷臥⑥真剣に授業を受けた 792 84.6 渦臥㊨ 87.8 576 57.4 &@ 70.




した 72.7% @ &@
酌.q 篭臥萄資料などの補助的手段が充実していた 可臥牙 q臥亀 4臥⑳ 項臥遍30.2 劉3ヲ28.8 狗.㊨316
【学生からみち教官の個人要因】教官の熱意が伝わった
87.5 100.0 90.9 94.7 93.9 93.8
92.348.6 52.3 50.0 56.1 45.5 56.9 500教官の学問に対する姿勢や人柄にひか 958 919 876 879 896 8
4.0れた 51.4 56.9 46.3 40.0 46.6 44.4
53.6教育者として自覚をもってほしい 節.萄
36.6738 42.474 33.3臥 盆講義を工
夫 して欲 しい 60.9912
【学生への伝達的影響】興味や関心にあう 95.8 100.0 100.0 9
3.6 100.0 100.052.8 43,9 42.2 492 632 5
5.7将来に役立つ 85.7 野.租 q嘩臥㊨ 81.8 j胤ツ & @ 96.0
47.2 30.8 62.5 20.5 23.7
62.9自分のあり方を振り返るきっかけになつ 73.
9 毒臥虫 篭胤㊨ 60.6 亀 @ 徽 盈 54.0た
34.3 25.8 野.萄 13.3 駄句 22.9研究のおもしろ
TabJe9 専門講義における授業要因のまとめ
lt 戦 後 現 代文学部 法学部 医学部 工学部 文学部 法学部 医学部 工学部
【授業行動】授業によく出席した 97.1
92.5 臥 ㊨ 95.5 85.7 70.6 93
.053.8 56.3 64.3 40,0 遷臥⑳ 56真剣に授業を受
けた 100.0 93.9 90.9 臥 毎 93.9 89
.0 94.1
















2 削.令 83.6 83.3 馳-㊨ 62.5た
53.8 40.0 42.3 26,7研究のおもしろさにふれた 1
TablelO 専門演習における授業要因のまとめ
戦 後 現
代文学部 法学部 医学部 工学部 文学部 法学部 医学部 工学部
【授業行動】授業によく出席した
91.9臥 ⑳ 覗.冒 99.2688真剣に授業を受けた 60407 Ⅶ臥 ⑥ 劉.亀 100.0647 8
7.0臥 @ 93.2野辱【授業の活動形態】少数で きめ細
かな指導だった 95.5636 93.95 8 71.6375 86_450.0 70.
325.0話合いを大事にした 78.1364 79.830 61.200
87.45 1 59.1222レポートにまとめることを重視した 65.0346 67.333 90956
資料などの補助的手段が充実していた aO 70.2&@ 乳 ⑳ 95.7鍋 ㊨ 66.7
25.0【学生からみた教官の個人要因】
教官の熱意が伝
わった 95.5636 旬嘩胤⑳ 95.2625 95.5等臥@ 91.







あう 100.0615 98.86 96.6643
96.6438将来に役立つ 97.9556 Ⅶ嘩臥⑳
92,461.5 嘩臥9自分のあり方を振り返るきっかけ
になつ 84.6 91.6 嘩臥ヲ 鶴.令 72.3 56.5 63.6た 5 5 55 2
8.6 qq.可 % @研究のおもしろさにふれた 95.5 95.8 97.
Tablell 専門実験における授業要因のまとめ
戦 後 現






鍋.㊨ 84.9263 90.5可臥牙 86.
256.話合いを大事にした 66.7Ⅶ臥辱 徽 萄レポートにまとめることを重視した
95.2583
資料などの補助的手段が充実していた 61.7臥⑳ 47.8105 & @ 68.
737.5【学生からみた教官の個人要因】
教官の熱意が伝わっ
た 98.050 90.4526 100.0417
89.7522教官の学問に対する姿勢や人柄にひか
- q嘩胤⑳ 89.2 85.7 82.8れた 421 鍋 ㊨ 435
教育者として自覚をもってはしい 49.0100
.0 削.㊨ 36.2嘩臥ヲ講義を工夫して欲しい
【学生への伝達的影響】興味や関心にあう 可嘩胤⑳ 嘩臥41 98.5項私塾 96.5野 萄
将来に役立つ 可嘩胤⑥
毒胤ツ 96.5542自分のあり方を振り返るきっかけになつ
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生き方意識インベントリー は､A.自己の存在意義 ･自己受容､B.脱自己中心性､C.自己の可能性 ･目的､D.
努力への意志 ･向上心､E.ニヒリズム､の5領域から構成されている｡ 異体的な項目は､表1を参照していただき
たい｡






































































たことだといえるものを持ちたいと思っています (努力への意志や向上心に関わる感覚 ･意識)｣だけである｡ 逆
に､80%以上が ｢いいえ｣と回答した項目は､｢人間はだれもいっかば死んでしまうのだから､頑張って努力して
みても結局無駄だという気がします (ニヒリズムに関わる感覚 ･意識)｣と ｢自分が存在し生きていることには全
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図1 項目別回答率 (文学部)^ 自己の存在*義や自己
貴書にBqわる慮鷺 ･薫徽B 良自
己中心性にDtわる烏鷺 ･鷺義C 自分の可館 や
目的にPlわる感賞 ･薫hD 方カへの暮春や向
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す (自己の存在意義や自己受容に関わる感覚 ･意識)｣の2項目の ｢はい｣の回答が高く､｢結局は ｢自分｣などと
いうものはない､幻影のような ｢自分｣にこだわるのはくだらないことだという気がしています (脱自己中心性の
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項 目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ ⅠⅤ








































最後には必ず大きな成巣が得られるに違いないと考えていますo25.自分が存在 し生きて ることには全 く何の目的も意
味もないという気が しています○27.結局は ｢自分｣などというものはない､幻影のような ｢自分｣ にこだわるのは
くだらないことだという気がしています○14.世間的な意味で成功するかどうかより､その時その時で精

























はみられない｡因子得点は､医学部 (0.19)が最も高く､法学部 (0.06)､文学部 (-0.04)､工学部 (-0.08)の順で
ある｡これは､大学教育における目的性や卒業後につく職業の特性を反映しているのかもしれない｡特に医学部に
このことはあてはまるであろう｡
表4 生き方意識ANOVA の結果 (自己の存在意義･目的感覚)



































































表 7 生き方意識ANOVAの結果 (シニシズム･無力感)



















表8 生き方意識ANOVA の結果 (自己の存在意義･目的感覚)
















表9 生き方意識ANOVA の結果 (自己の可能性)
変和要因 平方和 自由度 平均平方
卒業年度 45.51 4 11.38
性別 7.27 1 7.27






























② 大学4年間を振り返っての全体的に授業 (講義 ･演習など)に対する満足度
③ 一般教養課程の授業 (講義 ･演習など)に対する満足度
④ 専門課程の授業 (講義 ･演習など)に対する満足度






















表12 生き方意識ANOVA の結果 (自己の存在意識･目的感覚)






















































■ 大学4年間を振り返っての全体的に授業 (講義 ･演習など)に対する満足度




- 2 2 3 -
表15生き方意識ANOVAの結果 (シニシズム･無力感)
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表26生き方意識ANOVAの結果 (自己受容にかかわる感覚)
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0% 20% 40% 60% 80% 100%
} いいえどちらでもない[コ は23.わたしは､この人をお手本に生きていきたいと思う人 (今の人でも昔の
人でも､また日本の人でも他の国の人でもよい)を持っています｡(n-1,479)
工学部
医学部法文 0% 20% 40%
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せしておけばいい､と思っています｡(n-1
,479)工学部医法文
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? ? ?? ??? ??? ???
? ? ? ? ?
40% 60% 80% 100%2.わたしは､自分のことをいっでも自分勝手なことばかり考える何て自分本位の人間なんだろうと思うことがよく
あります｡(n-1,4
89)9
3年度8765 0% 20% 40% 60% 80% 100% もでえらいちいどは■














% 60% 80% 100% ■ いいえどちらでもない口 は5.わたしは､人間はだれもいっかは死んでしまうのだから､頑張って努力してみても結局は無駄だという気がしま
す｡(n-1,490)93年度8765
























0% 20% 40% 60% 80% 1
00% もでえらいちいどは■□9.わたしは､その時その時で自分なりに精一杯の努力をしていけば､最後には必ず大きな
? ? ? ? ?? ? ? ?












0% 20% 40% 60% 80
% 100% } いいえ』 どちらでもない[コ はll.わたしは､この世に一人の人間として生まれてきたことを有難く思い､感謝の気持ちに満たされることがありま
す｡(n-1,48
8)93
年度83765 0% 20% 40%
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20% 40% 60% 80% 100%21.わたしは､周囲の人たちに支えていただいているからこそこんなふうに生活していけるのだと思うことがあり
ます｡(n-1,
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60% 80% 100% ■ いいえどちらでもない[コ は24.わたしは､あまり無理をしないで､自分自身と上手につき合いながらマイペースで少 しずつやっていくしかない
と考えています｡(n
-1,487)93年度8








% 60% 80% 100% ■ いいえどちらでもない[コ は26.わたしは､大自然の力 (あるいは神様 ･仏様など)によって支えられ生かされているのだから､つまらぬことで
一喜一憂しないで､安心しておまかせしておけばいい､と思っ
ています｡(n-1,487)93年度876
53年度 20% 40% 60% 80% 100% もでえ
らいちいどは■□27?
? ? ? ??









0% 20% 40% 60% 80%
100% ■ いいえどちらでもない[コ は29.わたしは､自分がどんなに頑張って努力をしていったとしても､結局のところ結果にそう大きな違いはないだろ
うという気がします｡(n-1,48
4)93
年度83765 0% 20% 40%














0% 20% 40% 80% 100





0% 20% 40% 80% 100
% もでえらいちいどは■□3.わたしは､自分自身の人生において､どうしてもやり遂げなくてはならない自分なりの
? ? ? ? ?? ? ? ?














60% 80% 100% ● いいえ■ どちらでもない[コ は5.わたしは､人間はだれもいっかば死んでしまうのだから､頑張って努力してみても結局は無駄だという気がしま
す｡(n-593)93年度8765
0% 20% 40% 60% 80% 100% ■ いいえどちらでもな
い⊂コ はい6.わたしは､細かいことでは今までいろいろあったにせよ､基本的には､よい機会や条件に恵












? ? ?? ??? ?
どは■□0% 20%
























60% 80% 100% ■ いいえどちらでもない[コ は12.わたしは､自分の意見に反対されたり､自分の考えと違う主張をぶつけられたりすると､我慢できなくて､感情
的になってしまいます｡
(n-593)93年度8
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0% 20% 40% 60% 80% 100%






■ いいえ1 どちらでもない口 は
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60% 80% 100% ■ いいえどちらでもない[コ は23.わたしは､この人をお手本に生きていきたいと思う人 (今の人でも昔の人でも､また日本の人でも他の国の人で
もよい)を持っています｡(
n-592)93年度










60% 80% 100% 『 いいえ■ どちらでもない[コ は26.わたしは､大自然の力
(あるいは神様 ･仏様など)によって支えられ生かされているのだから､つまらぬことで一喜一憂しないで､安心しておまかせしておけばいい､と思ってい
ます.(n-592)93年度8765
0% 20% 40% 60% 80% 100% ■ いいえどちらでもない















73年度65 0% 20% 40% 60% 8
0% 100% l{ いいえt どちらでもない[コ は30.わたしは､自分自身に遅かれはやかれ訪れる ｢死｣に対して､心の準備が一応できており､そう恐ろしいとは思っ
ていません｡(n-593)
93年度8765
度 0% 20% 40% 6
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･女2.年令 ( )歳 (1996年4月1日現在
で)3.在籍時の所属学部 ･学科 ( )学部 ( )
学科4.人学年次 (19 )年 卒業年次 (19
)年5.今の身分は(○をして下さ
い)( )社会人 ( 学生 ( )専業主婦 ( )その
他 (6.社会人の人にお尋ねします｡その業種は次のどれですか?あてはまるもの全てに○をして下さ
い｡( )農 ･林 ･水産業 ( )個人経営 ･自営業 (商店主･工場経営な
ど)( )管理職の会社員 ･団体職員 (課長以上) ( )会社員 ･団体職員 (研究開発等の研究
職)( )会社員 ･団体職員 (営業等の職) ( )会社員 ･団体職員 (事務
職)( )上記以外の会社員 ･団体職員 (販売員 ･運転手 ･工場勤務な
ど)( )専門職 (医師･弁護士 ･公認会計士など) ( )教師 (小 ･中･高校 ･専門学校な
ど)( )国家公務員 ( )大学 ･短大
教員( )地方公務員 ( )その他 (
)7.学生の人にお尋ねします｡その身分は次のどれです
か?( )大学院生 ( )大学生 ( )専門学校生 ( )その他 (
)8.社会人 ･学生の人にお尋ねします｡あなたの今の業種 ･身分は,卒業学部 ･学科等とどのくらい関連
のあるものですか?(○をつけて下さ
い)( )非常に関連が深い ( )まあまあ関連がある ( )何ともいえ


















かりしていた( ) m . 大学の研究室によ
くいっていた( )n.大学の図書館 ･図書室によ
くいっていた10.あなたは,卒業した学部 ･学科にどのくらい満足していますか｡(1つ○をつ
けて下さい)( )非常に満足 ( )まあまあ満足 ( )何




( )非常に満足 ( )まあまあ満足 ( )何ともいえない





























教養科目 (人文 ･社会系)( )d
.一般教養科目 (自然系)(
)e.専門科目の講義(

















目 (人文 ･社会系)( )d.一般
教養科目 (自然系)( )
e.専門科目の講義( )
f.専門科目の演習( )g 実験 (







一般教養科目 (人文 ･社会系)( )d. 自然系)
( )e.専門科目の講義

















目 (人文 ･社会系)( )d.一般
教養科目 (自然系)( )
e.専門科目の講義( )








一般教養科目 (人文 ･社会系)( )d. 自然系)
( )e.専門科目の講義


















目 (人文 ･社会系)( )d.一般
教養科目 (自然系)( )
e.専門科目の講義( )







一般教養科目 (人文 ･社会系)( )d. 自然系)
( )e.専門科目の講義

















目 (人文 ･社会系)( )d.一般
教養科目 (自然系)( )
e.専門科目の講義( )







一般教養科目 (人文 ･社会系)( )d. 自然系)
( )e.専門科目の講義


















目 (人文 ･社会系)( )d.一般
教養科目 (自然系)( )
e.専門科目の講義( )







一般教養科目 (人文 ･社会系)( )d. 自然系)
( )e.専門科目の講義

























































































































■ 英語 ･英語以外 ･人文社会 ･自然




























} 大学4年間を振り返っての全体的に授業 (講義 ･演習など)に対する満足度･----223
ヽ 一･般教養課程の授業 (講義 ･演習など)に対する満足度
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